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研究成果の概要（和文）： 
 計画内容自体の不整合に起因し実現不能に陥る計画破綻が多いという認識視点から、本
研究は計画案における内容の整合性を判定する方法論の確立を目指し、計画事例から典型
シナリオを作成し、計画段階で用いられている推論形式を調べた。その結果、可能性・必
然性の様相表現を伴った計画内容記述があることから、これを扱う計画様相論理の公理系
を構築した。この公理系を活用し論理的不整合を検出するアルゴリズムを構築し、プログ
ラム化した。 
研究成果の概要（英文）： 
  From a viewpoint such that we need the checking methodology for the consistency of 
the planning, we make typical planning scenarios based on the actual planning cases, 
and we examined the logical form in the scenario. As the result, we find the modal 
expressions of possibility and necessity, and then, we construct the axiomatic system of 
planning modal logic. Furthermore, we proposed an algorithm utilized this axiomatic 
system, and we confirm the effectiveness of the algorithm by the implemented 
computer program. 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 900,000 270,000 1,170,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２００９年度 800,000 240,000 1,040,000 

２０１０年度 800,000 240,000 1,040,000 

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・都市計画・建築計画 
キーワード：計画妥当性、典型シナリオ、帰納論理、整合性、計画様相、可能様相、必然様相 
 
１．研究開始当初の背景 
 計画の妥当性については、1960 年代に「計
画の科学」という立場から論じられるように
なり、渡辺（渡辺俊一：プランの検証に関す
る若干の考察, 都市計画, No.60, pp.167-172, 
1970.11）等は 1960 年代後半より「プランの
検証」問題を提起し論じた。1970 年代には
青木（青木義次：計画の構造と手法, 建築研
究所研究報告, No.80, 1977.7）が計画理論の

不完全性の論理学的証明を与えた。これらは、
いずれも、計画案の内的整合性、計画行為の
整合性からの検討であって、施主や住民の要
望にどのように応えているか、価値判断や合
意形成が妥当であるか、計画の進め方に公平
性や倫理的妥当性があるのかなど、価値判断
や倫理的側面については、論じられていなか
った。その後、青木（青木義次：計画行為の
妥当性に関する論証, 日本建築学会計画系論
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文集, No.527, pp.143-148, 2000.1）は、施主
や住民の要望を「引き受ける」ことと計画案
内容の論理的整合性問題を論証する方法を
示した。 
 一方で、現実社会では、公共施設などの計
画において談合という不法行為が告発され
る事件や、設計図書を作為的に偽装するよう
な事件が発生し、建設工事・建築設計につい
ての倫理的問題が問われている。こうした社
会問題に対しての議論をみてみると、残念な
ことに、問題の構造が明確化されないままに、
一部の感情的な発言によって不法行為が批
判されることがあっても、確実な問題解決へ
の提言は皆無に近い。その理由として考えら
れるのは、建築設計・建設工事にいたる計画
行為の妥当性を議論するための共通理解が
できておらず、その場かぎりの情緒的発言で、
計画行為の妥当性を安直に議論しているこ
とにあると思われる。そこで、建築設計・都
市計画を眺めると、価値判断や計画行為に求
める倫理的判断の多様性や相剋を前提とし
た、より包括的な範囲の問題の基礎となる計
画行為に関する妥当性論証の理論枠組みの
建設が必要であると言える。 
 
２．研究の目的 
 公共施設建設の談合事件や、設計図書を作
為的に偽装する事件が発生し、倫理的問題が
問われている。しかし、残念なことに、建築
設計・建設工事にいたる計画行為の妥当性を
議論するための共通理解ができておらず、そ
の場かぎりの情緒的発言で、計画行為の妥当
性を安直に議論している。 
 上記の視点に立って、建築設計・都市計画
を眺めると、価値判断や計画行為に求める倫
理的判断の多様性や相剋を前提とした、より
包括的な範囲の問題の基礎となる計画行為
に関する妥当性論証の理論枠組みの建設が
必要であると言える。そこで、計画者が提示
する資料をもとに、第三者が、計画の妥当性
を論証するための方法を構築することを、本
研究の目的とする。 
 計画案および計画行為の妥当性について
は、 
(1) 適法性（計画案の内容および計画遂行行

為が法に触れていないこと）、 
(2) 整合性（計画案の内容および計画遂行行

為がもたらす事態が矛盾していないこと）、 
(3) 経済合理性（いわゆる「赤字」にならな

いこと、もしくは経済的利得が向上するこ
と）、 

(4) 実現性（計画内容が技術的・制度的に実
現可能であるということ） 

が議論されることが多い。適法性については
法学の分野での成果が蓄積されており、経済
合理性については、経済学的視点・経営学的
視点からの研究もある。 

 そこで、計画案および計画行為の妥当性と
して、本研究では、これまで十分検討されて
いなかった、上記のｂ）整合性、ｄ）実現性
に焦点をあてる。 
 これら整合性・実現性を満足しているか否
かを、計画者が提示する資料から第三者が客
観的手続きで、妥当性を論証する方法を構築
する。このため、様相論理学の方法を活用し
て、計画行為に係わる「必然である」「可能
である」などの様相表現や「許容されている」
「義務づけられている」などの義務様相表現
を含む論理式を用いた計画内容の記述方式、
および記述結果の論理的妥当性を論証する
方法を構築する。 
 構築された理論成果を、論理学等の知識の
無い人でも利用可能な方法（パーソナルコン
ピュータを活用したソフトウエアを想定し
ている）へと具体化する。 
 
３．研究の方法 
(1) 事例からの定式化 
① 事例収集 
 計画行為の妥当性について問題となった
事例を収集するとともに、これらを「登場人
物」「発言内容」「行動内容」「判断内容」等
に整理し、『シナリオ』として整理する。な
お，事例収集では、建築設計でも重大な問題
に係わる安全計画の例を多数収集する。 
② 典型シナリオの構成 
 事例ごとのシナリオから、計画行為の妥当
性が問題となる『典型シナリオ』を作る。 
③ 論理学的定式化 
 典型シナリオの各段階の論理記述と推論
記述の整理（計画における様相表現の事例収
集と様相推論の事例収集）を行う。 
(2)  典型シナリオからの問題解決 
 得られた典型シナリオでの問題点を解決
するための直接的提案を整理する。 
(3)  計画妥当性の様相論理学的定式化 
①  計画案の整合性論証の定式化 
 計画案の内容が、価値判断に関する内容、
義務・許容に関する内容、可能性に関する内
容などの事実記述以外については、命題論理
を前提として記述できること（部分的に記述
不可能の部分があれば，抽出しておく）を示
す。 
 以上の記述例を用いて、研究担当者が過去
に開発した論証方式の適用可能性を再検討
する。 
②  計画の実現可能性論証の定式化 
 計画の実現性を議論するために必然・可能
という様相を扱う。様相論理学では必然・可
能を論じる公理系としていくつかのものが
提案されているが、計画の実態を反映する公
理系として、どれが望ましいかを検討する。 
③ 計画案の整合性論証の定式化とソフトウ
エアの開発 



 計画案の内容の事実記述部分について、命
題論理記述した場合、ここに論理的不整合が
生じていないかを判定するソフトウエアを
開発する。 
④ 計画への要望に関する論証方法の定式
化 
 住民からの要望に関して、これを計画に反
映させる際の論理構造の妥当性を明確化す
る。 
 
４．研究成果 
(1) 事例からの定式化 
① 事例収集 
 計画過程で当初計画が変更になった事例
として、岡山県勝央町基本計画以降の経過、
米子市崎津団地計画の経緯、豊田市、高山市、
浜松市における市町村合併による計画変更
過程、建替えが始まっている千里ニュータウ
ン（近隣センターの業種構成の変化を含む）、
泉北ニュータウンの現状の問題点、神戸の震
災復興での問題点、連担建築物制度の適用事
例の問題点、公共投資抑制下での姫路市の取
り組みについて、現地調査および担当者から
ヒヤリング調査を行い、情報を整理した。ま
た、「建築のあり方研究会」で参加者からの
設計問題事例の情報を収集した。 
② 典型シナリオの構成 
 建築設計における担当者間のコミュニケー
ション不備がもたらす問題についてのシナ
リオ、建築安全設計における確率的現象の認
識不備の問題についてのシナリオ、計画の前
提事項が非現実であることによる計画変更、
および市町村合併や時代変化にともない計
画前提が変化する場合のシナリオ等を作成
した。 
(2)  典型シナリオからの問題解決 
 得られた典型シナリオで、トレーサビリテ
ィの義務化など法制度変更することで一部
の問題が解決できることを示した。（著書「建
築の営みを問う 18」に掲載） 
(3)  計画妥当性の様相論理学的定式化 
① 計画における確率現象に関する推論妥
当性問題の解決 
 安全性などの問題では、現象が確率事象で
あるため、確定論的認識が誤ることがあり、
これを解決するための帰納推論のあり方、お
よびこれを用いた建築安全性の評価理論を
構築した。（論文「計画における帰納論理と
演繹論理の不整合性」、「避難経路の確率論的
評価と階段配置の最適性」、「確率論的に見た
シャッター区画の構成理論」、「避難安全性の
確率論的評価」など） 
② 可能・必然様相を含む計画記述の整合性
判定方法の構成 
 計画図書では、計画の前提となる制約条件
や上位計画の内容は不可避なものになるが、
これを必然様相、また選択肢としての可能性

を可能様相として記述する。この必然・可能
様相を含む計画図書の整合性判定方法を確
立するため、計画様相論理の公理系を構築し、
この論理系のモデル理論を活用した矛盾確
認方法を提案した。（論文「計画における様
相表現とその論理構造」など） 
③ 計画案の整合性論証の定式化とソフトウ
エアの開発 
 上記の判定方法を用いて、計画案記述を入
力すると、論理的不整合が生じていないかを
判定するソフトウエアを開発した。 
④ 計画への要望に関する論証方法の定式
化 
 住民からの要望に関して、これを計画に反
映させる際の論理構造の妥当性を検討し、要
望されているからといって、要望事項を計画
で実施することの根拠になっていないこと
を明らかにした。 
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